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要旨 

関東平野中央部の地下地質調査に関する既存の文

献を整理し，地下地質の標準層序の検討に用いられた

ボーリングコア試料のリストをまとめて記載した．リ

ストは浅層地盤，中層地盤，深層地盤ごとに分類して

記載した．

１．はじめに 

関東平野は，中新世以降に発達した大規模な堆積盆

を新第三紀～第四紀の厚い堆積物が埋積しており，そ

の厚さは最大で 3,000 m を超える（鈴木 , 2002; 林ほか , 
2006など）．関東平野中央部では，これまで浅層地盤（深

度 70 m 程度まで），中層地盤（深度 600 m 程度まで），

深層地盤（深度 1,000 ～ 3,000 m）の各層序や地下構造

を明らかにするために多数のボーリング調査研究が進

められてきた．これらの成果は学術論文や報告書，大

学の刊行物，市町村史などにまとめられている．本報

告では，関東平野中央部の浅層，中層，深層地盤の層

序区分に関する調査・研究の文献を整理し，層序の検

討に使用されたボーリング試料のリスト化を行った．

ボーリング試料の位置は第 1 図に示した．

２． 内容説明

2.1 コア試料リストの項目 

既存文献中で柱状図が掲載され，層序の解釈が行

われているボーリングコア試料を第 1 表にまとめた．

第 1 表には，コア名称，コアの種類，位置情報，標

高，掘削長，掘削年，掘削機関，分析項目，文献を示

した．コア名称は，原則として既存文献の表記を引用

しているが，名称が重複しているなどのものについ

て（）で補足した．コアの種類については，オールコ

ア試料と文献に明記されているものについてはオール

コア，オールコアであるか不明なものや建設工事に伴

うボーリング試料，カッティングス試料などを試料と

した．緯度・経度は，座標系が日本測地系であったも

のについて世界測地系に変換した．緯度・経度に（*）
付きのものは，出典に緯度・経度情報が掲載されてい

なかったため，国土地理院の地図閲覧サービス（http://
watchizu.gsi.go.jp/）を利用しておおよその位置を読み

取った．緯度・経度に（**）付きのものは，文献の地

図の精度が粗いため，秒単位での誤差が大きい恐れが

ある．標高に（*）付きのものは，出典に標高値が掲

載されていなかったため，国土地理院の基盤地図情報

（数値標高モデル）5 m メッシュ（標高）の標高値を参

照して示した．掘削長に （*）付きのものは，ボーリン

グ試料の出典に掘削長が掲載されていなかったため，

文献に掲載されている柱状図からおおよその長さを

測って示した．掘削機関は，産総研（旧地質調査所を

含む），各都県（県内の自治体を含む），防災科研，関

東農政局 , 東京通産局に分類し，いずれにも該当しな

いものはその他とした．分析項目は，放射性炭素年代

測定，火山灰，古地磁気，石灰質ナンノ化石，珪藻化石，

有孔虫化石，花粉化石，貝化石，貝形虫化石，電気検

層を掲載した． 

2.2 リストの内容 

リストに掲載したボーリング試料は合計 149 本であ

る．これらを浅層地盤，中層地盤，深層地盤の 3 つに

分けて示した．  

2.2.1 浅層地盤 

主に沖積層を対象とし，掘削深度が 70 m 以浅のボー

リングコア試料 75 本を浅層地盤のリストにまとめた．

掘削深度が浅く，沖積層の基盤に達していないボーリ

ングコア試料は原則として除外した．1980 年代半ばま

では，既存の建設工事の際のボーリング試料などを用
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いた研究が多く，貝化石や微化石分析に基づいて層序

の検討がなされている（高原 , 1984; 浦和市総務部市

史編さん室 , 1985 など）．1990 年代に入ると，既存の

ボーリング試料に加えてオールコアの解析に基づく沖

積層層序や古環境変遷の議論が進められた（安藤・方

違 ,1997; 三郷市史編さん委員会 , 1992; 埼玉県 , 1993 な

ど）．2000 年代には，平野中央部の沿岸部（東京低地，

荒川低地，中川低地）を中心に産総研によって多数の

オールコアが掘削され，詳細な堆積相解析と多数の放

射性炭素年代測定，貝化石や珪藻化石分析などに基づ

く沖積層の模式層序および堆積モデルの構築が行わ

れている（木村ほか , 2006, 石原ほか ,2004a,b; 田辺ほ

か ,2008b, 2010a,b; 小松原ほか , 2009, 2010a,b, 2011; 中
西ほか , 2011a,b など）．一方，平野中央部の内陸部（妻

沼低地，加須低地，渡良瀬低地など）では沖積層の研

究が遅れていたが，近年，コア試料の観察に基づく層

序の検討が行われ始めている（水野ほか , 2004; 早乙女

ほか , 2005; 館林市史編さん委員会 , 2008; Ishihara et al., 
2012 など）． 

2.2.2 中層地盤

地下 1,000 m 以浅に分布する第四系の調査を対象と

した，数十～数百 m 長のボーリングコア試料を中心に

62 本を中層地盤のリストにまとめた．1960 ～ 1970 年

代にかけては，東京都が平野地下の第四系の地質構造

解明を目的として，最大深度 600 m のボーリングコア

を多数掘削した（遠藤 , 1978）．1980 年代以降になる

と，東京都に加え埼玉県や群馬県でも地盤沈下観測井

が各地で掘削され，微化石，古地磁気，火山灰の分析

に基づく地下層序の検討がなされた（関東平野中央部

地質研究会 , 1994; 東京都土木技術研究所 , 1996 など）．

2000 年代以降は，産総研によって最大深度 350 m の

オールコアが複数掘削され，堆積相解析，微化石・火

山灰・古地磁気分析に基づく地下地質の標準層序の構

築が進められている（中澤・遠藤 , 2000; 中澤ほか ,2006, 
2009; 中澤・田辺 , 2011; 納谷ほか , 2009; 坂田ほか , 
2011; 山口ほか , 2009 など）．また，既存のボーリング

試料についても，同様の手法で層序の再検討が行われ

ている（納谷ほか , 2012, 2014）． 
2.2.3 深層地盤 

地下 1,000 m 以深に分布する新第三系およびその

下位の先新第三系基盤岩類の調査を目的とした掘削長

1,000 ～ 3,000 m の試料 12 本を深層地盤リストにまと

めた．関東平野では，1950 年代以降，地下資源開発

や地震防災などを目的として深部構造の本格的な研究

が進められてきた（河井 ,1961; 高橋ほか , 1983 など）．

平野中央部では，1,000 ～ 3,000 m 級の層序試錐や地震

観測井が掘削された（福田 , 1962a,b; 福田ほか , 1974; 
城戸 , 1964; 木野 , 1965; 高橋ほか , 1983; 鈴木・小村 , 
1999 など）．近年は，これらの層序ボーリングや温泉

井のカッティングス試料を用いて，微化石分析に基づ

く新第三系の層序区分が行われるようになった（鈴木・

堀内 , 2002; 林ほか , 2004; 柳沢ほか , 2006; 納谷ほか , 
2013 など）．また，先新第三系に到達しているコア試

料の岩石学検討により，平野中央部地下の基盤岩類の

帰属が明らかにされ，中央構造線の位置が推定されて

いる（高木ほか , 2006; 高木・高橋 , 2006 など）． 
 

謝辞：資料のとりまとめに際し，地質情報研究部門の

水野清秀グループ長，小松原琢氏，小松原純子氏，田

辺晋氏，納谷友規氏にご協力いただきました．御礼申

し上げます． 
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Fig.1(a) Geologic map of Kanto Plain and locality of borehole core samples. Geologic map of 
Kanto Plain simplified after seamless digital geological map (1:200,000). Number of the core 
samples corresponds to the number of the Table 1. (a) Divided by subsurface structure

第１図(a)　関東平野の地質図とボーリングコア試料の位置．地質図は20万分の1シームレス地
質図を簡略化．番号は表1の試料番号に対応する．(a) 対象地盤ごとに分類

(a)

関東平野中央部における標準ボーリング試料一覧
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第１図 関東平野の地質図とボーリングコア試料の位置．地質図は産業技術総合研究所地質調査総合センター (編) 
(2012) を簡略化．先新第三系以前，中新統，鮮新～下部更新統，中部更新統，上部更新統の地質をそれぞれ一つ
の凡例に統合した．また，水域を一部省略した．活断層の位置は地震調査研究推進本部地震調査委員会（2005）に
よる．番号は表 1の試料番号に対応する．(a) 対象地盤ごとに分類 (b) 掘削機関ごとに分類 
Fig.1 Geologic map of Kanto Plain and locality of borehole core samples. Geologic map of Kanto Plain is simplified after 
Geological Survey of Japan, AIST (ed.) (2012). Legends of pre Neogene, Neogene, Pliocene, and Pleistocene (lower, middle, 
and upper) are merged respectively and a part of water areas are cut. Fault traces are after Earthquake Research Committee, 
Headquarters for Earthquake Research Promotion (2005). Number of the core samples corresponds to the number of the Table 1. 
(a) Divided by subsurface structure (b) Divided by drilling  



石原武志

267

9
8

7

6

5

4

3

2

1
99

98

97

96
95 94

93

92

91

9089
88

87

86
85

84

83

82

81
80

79

78

77

76

75

74

73

72

71

70

69
68

67
66

65

64 63

6261
60

59

58

57

56

55

54

53

52

51
50

49

46

45

44 43

42
41

40

39

38

373635

34

33

3231

30

29

28 27

26 25
24

23

21

20

19

18 17

16
15

14

13

1211

10

149148

147

146

145

144

143

142

141

139

138

137

136

135134

133

132131

130129

128

127

126125124

123

122

121

120

119

118

117

116

115

114

113

112

111

110

109

108

107

106

105

104

103
102

101

100140

凡例

先新第三系

中新統

鮮新統～下部更新統

中部更新統

上部更新統

完新統

活断層(点線は伏在）

Legend

Pre Neogene

Neogene

Pliocene - lower Pleistocene

middle Pleistocene

upper Pleistocene

Holocene

Actuve fault, dotted where concealed

埋立地
Reclaimed land

ボーリングコア試料 Drilling core samples

産総研・旧地質調査所

東京都

埼玉県および県内の自治体

群馬県および県内の自治体

関東農政局，東京通商産業局

その他

0 10 km

36° 00’ N

139° 30’ E

武蔵野台地
Musashino Upland

東京湾
Tokyo Bay

大宮台地
Omiya Upland

中川低地
Nakagawa Lowland

荒川低地
Arakawa Lowland

東京低地
Tokyo Lowland

妻沼低地

加須低地

渡良瀬低地

下
総
台
地

Fig.1(b)  (b) Divided by subsurface structure

第１図(b)　(b) 対象地盤ごとに分類

防災科研
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第 1図 (つづき ).
Fig. 1  (Continued).
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1 浅層 GS-AHH-1 オール
コア

N35 47 4.00 E139 48 16.60 2.54 31.5 2006 産総研 ○ ○ 田辺ほか（2010c）

2 浅層 GS-AMG-1 オール
コア

N35 45 43.20 E139 47 11.00 1.67 58 2004 産総研 ○ ○ 田辺ほか（2006c, 2008b, 2010a）

3 浅層 GS-KBH-1 オール
コア

N35 57 5.70 E139 46 25.60 5.36 49.9 2005 産総研 ○ ○ ○
中西ほか（2011b）, 田辺ほか（2010a）, 中
澤・田辺（2011）

4 浅層 GS-KM-1 オール
コア

N35 41 45.10 E139 50 57.40 -1.99 67.3 2002 産総研 ○ ○

宮地ほか（2004）, 中島ほか（2004,
2006）, 木村ほか（2006）, 田辺ほか

（2006b, 2008b）

5 浅層 GS-KNJ-1 オール
コア

N35 45 49.30 E139 51 38.80 0.43 70 2003 産総研 ○ ○ 田辺ほか（2006a, 2008b, 2010a）

6 浅層 GS-KSO-1 オール
コア

N35 55 49.92 E139 31 45.96 9.77 40 2011 産総研 ○ 小松原純・木村（2011）

7 浅層 GS-KTS-1 オール
コア

N35 44 47.80 E139 52 23.20 1.19 42 2003 産総研 ○ ○ 田辺ほか（2006a, 2008b）

8 浅層 GS-KZK-1 オール
コア

N35 51 4.30 E139 42 47.50 4.15 35.3 2009 産総研 ○ 小松原純ほか（2010b）

9 浅層 GS-MHI-1 オール
コア

N35 51 42.60 E139 51 5.60 3.41 55.3 2004 産総研 ○ ○ ○ ○
中西ほか（2011a）, 中尾ほか（2008）, 田
辺ほか（2010a, b）, 中澤・田辺（2011）

10 浅層 GS-MUS-1 オール
コア

N35 51 51.30 E139 51 49.80 2.42 42 2006 産総研 ○ 田辺ほか（2010b）, 中澤・田辺（2011）

11 浅層 GS-SMB-1 オール
コア

N35 50 45.60 E139 47 16.80 3.08 41 - 産総研 ○ 中澤・田辺（2011）

12 浅層 GS-SK-1 オール
コア

N35 51 32.70 E139 50 6.90 3.73 59.9 2002 産総研 ○ ○

石原与ほか（2004a）, 木村ほか（2006）,
中島ほか（2004, 2006）, 田辺ほか

（2006b, 2010b）, 中澤・田辺（2011）

13 浅層 GS-SSS-1 オール
コア

N35 52 22.53 E139 34 44.98 4.63 45.5 2008 産総研 小松原純ほか（2010a）

14 浅層 GS-TKT-1 オール
コア

N35 48 49.46 E139 40 40.69 3.12 51 2007 産総研 ○ ○ 小松原純ほか（2009）

15 浅層 OS-A オール
コア

N36 04 46.80 E139 26 17.46 17.5 25 2003 産総研 ○ 水野ほか（2004）, Ishihara et al.（2012）

16 浅層 OS-B オール
コア

N36 04 40.82 E139 26 14.11 17.5 20 2003 産総研 ○ ○ 水野ほか（2004）, Ishihara et al.（2012）

17 浅層
田谷町
(館林市)

オール
コア

* N36 15 7.5 E139 35 18.4 * 16 11 - 館林市 ○ ○ ○ 館林市史編さん委員会（2008）

18 浅層
瀬戸谷町
(館林市)

オール
コア

* N36 15 11.7 E139 32 43.2 * 18 10 - 館林市 ○ ○ ○ 館林市史編さん委員会（2008）

19 浅層 YS-01 オール
コア

* N36 01 3.7 E139 28 2.0 13.23 30 2009 埼玉県 ○ ○ 石原ほか（2011）, Ishihara et al.（2012）

20 浅層 YS-02 オール
コア

* N36 03 4.6 E139 27 14.1 15.52 20 2009 埼玉県 Ishihara et al.（2012）

21 浅層 09KJ オール
コア

* N35 58 6.1 E139 29 15.4 10 18.6 2009 埼玉県 ○
 Ishihara et al.（2012）, Hachinohe et al.
（2009）

22 浅層
地点1
(鴻巣市袋)

オール
コア

* N35 05 39.1 E139 27 59.6 17.62 70 - 埼玉県 ○ ○ 埼玉県（1987）

23 浅層

地点4
(富士見市南畑小

学校)
試料 * N35 51 44.7 E139 33 45.0 6.8 * 26.5 - 埼玉県 ○ 埼玉県（1987）

24 浅層 NK-1 オール
コア

* N36 05 50.4 E139 39 17.2 9 28.1 - 埼玉県 ○ ○ 埼玉県（1993）, 納谷・安原（in press）

25 浅層 NK-2 オール
コア

* N36 06 20.1 E139 37 8.8 10 17 - 埼玉県 ○ ○ ○ 埼玉県（1993）, 納谷・安原（in press）

26 浅層 NK-3 オール
コア

* N36 06 42.7 E139 34 3.9 14 15 - 埼玉県 ○ 埼玉県（1993）, 納谷・安原（in press）

27 浅層 NK-4 オール
コア

* N36 07 54.2 E139 39 18.2 * 12 20 - 埼玉県 ○ ○ ○ 埼玉県（1993）

28 浅層 NK-5 オール
コア

* N36 07 44.7 E139 34 56.9 12 18 - 埼玉県 ○ ○ 埼玉県（1993）, 納谷・安原（in press）

29 浅層 NK-6 オール
コア

* N36 10 7.1 E139 24 59.8 * 23 15 - 埼玉県 ○ 埼玉県（1993）

30 浅層 MS-3 オール
コア

* N35 49 32.2 E139 51 24.9 2.3 65 1988 三郷市 ○ ○ ○ ○ ○ 三郷市史編さん委員会（1992）

31 浅層 川島A オール
コア

* N36 00 33.9 E139 29 2.9 11.96 20 2002 川島町 ○ 川島町（2006）

32 浅層 川島B オール
コア

* N36 00 33.8 E139 29 58.3 13.6 10.6 2002 川島町 ○ 川島町（2006）

33 浅層 KF-2 オール
コア

* N35 52 29.4 E139 32 56.4 7.17 45 -
上福岡市
(ふじみ野
市)

○ ○ ○ 上福岡市史編纂委員会（1999）

34 浅層
大田袋
(久喜市)

オール
コア

* N36 02 38.5 E139 41 2.8 7.81 50 1984 久喜市 ○ ○ ○ ○ ○
久喜市編さん室（1987）, 納谷・安原（in
press）

35 浅層 SK-1 試料 ** N35 51 33 E139 46 57 * 3 * 37 - 草加市 ○ ○ 草加市史編さん委員会（1988）

36 浅層 SK-2 試料 ** N35 51 34 E139 48 11 * 3 * 22 - 草加市 ○ ○ 草加市史編さん委員会（1988）

37 浅層 SK-4 試料 ** N35 51 37 E139 49 38 * 3 * 23 - 草加市 ○ ○ 草加市史編さん委員会（1988）

38 浅層 SK-6 試料 ** N35 48 44 E139 48 35 * 3 * 37.5 - 草加市 ○ 草加市史編さん委員会（1988）

39 浅層 D-KO9801 オール
コア

* N35 41 32.6 E139 50 43.3 -1.896 80 - 東京都 ○ ○ ○ ○ 中山ほか（1999）

40 浅層 戸田01 試料 * N35 50 49.1 E139 41 11.1 5 37.45 - その他 ○ 戸田市（1986）

41 浅層 戸田04 試料 * N35 48 5.7 E139 41 0.8 2.6 * 40 - その他 ○ 戸田市（1986）

42 浅層
戸田05
(戸田本町) 試料 * N35 48 28.1 E139 40 41.2 2 53.2 - その他 ○

高原（1984）, 浦和市総務部市史編さん

室（1985）, 戸田市（1986）

43 浅層 戸田06 試料 * N35 49 50.8 E139 39 26.5 4.5 * 46 - その他 戸田市（1986）

44 浅層 戸田08 試料 * N35 50 7.3 E139 36 20.2 6.7 * 38 - その他 戸田市（1986）

貝
貝
形
虫

古
地
磁
気

ナ
ン
ノ

珪
藻

有
孔
虫

花
粉

（未公表）文献
ボーリングコア

名称
番号 掘削年

掘削長
(m)

標高
(m)経度緯度

コアの
種類 電

気
検
層

掘削機関

分析項目

炭
素
年
代

火
山
灰

第１表　ボーリングコア試料一覧．試料番号は図 1の番号と対応する．
Table 1 List of borehole core samples. Number of the core samples corresponds to 
the number of the Fig. 1.
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45 浅層 戸田09 試料 * N35 51 17.3 E139 35 17.5 6 * 21 - その他 戸田市（1986）

46 浅層 戸田10 試料 ** N35 48 8 E139 41 4 2 47.8 - その他 ○ 戸田市（1986）

47 浅層
田島中学校
(さいたま市)

試料 * N35 50 17.0 E139 37 21.5 * * 34 - その他 ○
高原（1984）, 浦和市総務部市史編さん

室（1985）

48 浅層
南浦和中学校
(さいたま市)

試料 * N35 50 3.7 E139 39 25.4 * * 34 - その他 ○
高原（1984）, 浦和市総務部市史編さん

室（1985）

49 浅層
与野南小学校
(さいたま市)

試料 * N35 52 0.2 E139 38 4.8 7 * 40 - その他 ○
高原（1984）, 与野市総務部市史編さん

室（1984）

50 浅層
与野南中学校
(さいたま市)

試料 * N35 51 57.0 E139 38 3.2 6.6 * 37.5 - その他 ○ 与野市総務部市史編さん室（1984）

51 浅層
鈴谷小学校
(さいたま市)

試料 * N35 52 16.3 E139 37 54.6 7.3 * 36 - その他 ○ 与野市総務部市史編さん室（1984）

52 浅層
浮野
(加須市)

オール
コア

* N36 07 56.7 E139 37 49.5 * 11 25 - その他 ○ ○ ○ ○
加須市教育委員会生涯学習課

（1996）

53 浅層
多門寺
(加須市)

オール
コア

* N36 08 14.6 E139 37 20.8 * 11 20 - その他 ○ ○ ○ ○
加須市教育委員会生涯学習課

（1996）

54 浅層
川口
(加須市)

オール
コア

* N36 07 23.8 E139 38 30.8 * 12 30 - その他 ○ ○ ○
加須市教育委員会生涯学習課

（1996）

55 浅層
KM
(熊谷市) 試料 * N36 09 1.3 E139 24 51.9 * 23 25 - その他 ○ 早乙女ほか（2005）

56 浅層 MS-N4 試料 * N35 50 38.6 E139 51 18.3 3.9 52 - その他 ○ ○ 堀越ほか（2009）

57 浅層 地点01試料 試料 * N35 54 50.5 E139 32 34.6 * 8 * 34.5 - その他 ○ ○ 安藤・藤本（1990）, 安藤・方違（1997）

58 浅層 地点07試料 試料 * N35 49 3.7 E139 40 10.0 * 3 50 - その他 ○ 安藤ほか（1987）

59 浅層 地点10試料 試料 * N35 48 38.9 E139 40 26.9 * 2 50 - その他 ○ 安藤ほか（1987）

60 浅層 地点05試料 試料 * N35 54 58.7 E139 32 59.4 * 3 * 30.5 - その他 ○ 安藤・藤本（1990）

61 浅層 地点15試料 試料 * N35 55 26.3 E139 34 13.6 8.7 * 38.5 - その他 ○ ○ 安藤・藤本（1990）

62 浅層 地点19試料 試料 * N35 55 27.4 E139 34 24.3 * 4.5 * 39.5 - その他 ○ 安藤・藤本（1990）

63 浅層 地点13試料 試料 * N35 49 4.9 E139 36 28.1 4.66 20.29 - その他 ○ ○ 安藤・渡辺（1992）

64 浅層 地点29試料 試料 * N35 48 52.5 E139 35 36.2 4.11 18.3 - その他 ○ 安藤・渡辺（1992）

65 浅層 地点36試料
オール
コア

* N36 00 28.8 E139 28 12.7 13.11 25.45 - その他 ○ ○ 安藤・方違（1997）

66 浅層 地点39試料 試料 * N35 58 42.9 E139 29 23.4 10.7 31.45 - その他 ○ 安藤・方違（1997）

67 浅層 地点40試料 試料 * N35 57 38.0 E139 30 14.4 9.5 28.45 - その他 ○ ○ 安藤・方違（1997）

68 浅層
KG-1
(古河市) 試料 * N36 09 51.5 E139 42 16.6 13 25 - その他 ○ 古河市編さん委員会（1986）

69 浅層
K-2
(古河市) 試料 * N36 10 32.8 E139 41 49.3 10 10 - その他 ○ ○ 小杉ほか（1989）, 小杉（1989）

70 浅層
S-5
(古河市) 試料 * N36 09 42.0 E139 42 40.0 10 10.5 - その他 ○ ○ 小杉ほか（1989）, 小杉（1989）

71 浅層
B-1
(流山市) 試料 * N35 50 59.3 E139 55 40.7 * 6 * 25 - その他 遠藤ほか（1989）

72 浅層 本所
オール
コア

* N35 43 10.0 E139 49 36.5 -1.13 35 - その他 ○ ○ ○ 遠藤ほか（1988）

73 浅層 王子
オール
コア

* N35 45 49.4 E139 44 7.0 4.5 32 - その他 ○ ○ ○ ○ 嶋田ほか（1996）

74 浅層
KK
(加須市) 試料 * N36 08 33.9 E139 36 46.8 * 12 17.5 - その他 ○ ○ 江口（1991）, 江口・村田（1999）

75 浅層
MB
(加須市) 試料 * N36 06 6.7 E139 37 59.1 * 9 20 - その他 ○ ○ 江口（1991）, 江口・村田（1999）

76 中層 GS2012-FJM オール
コア

N35 51 15.13 E139 32 46.11 18.08 150 2012 産総研 吉見ほか（2013）

77 中層 GS2012-IZM オール
コア

N36 14 59.17 E139 23 34.73 33.8 138 2012 産総研 吉見ほか（2013）

78 中層 GS2012-YSM オール
コア

N36 03 16.93 E139 28 17.03 17.53 162 2012 産総研 吉見ほか（2013）

79 中層 GS-FK-1 オール
コア

N36 05 12.90 E139 26 34.70 20.63 173.2 2003 産総研 ○ ○ ○

水野ほか（2004）, 中里ほか（2004,
2006）, 松島ほか（2009）, Ishihara et al.
（2012）

80 中層 GS-HD-1 オール
コア

N36 01 25.60 E139 36 34.60 15.34 10 2012 産総研 ○ 納谷・安原（in press）

81 中層 GS-IN-1 オール
コア

N36 00 55.00 E139 35 39.60 14.54 10 2012 産総研 納谷・安原（in press）

82 中層 GS-KB-1 オール
コア

N35 59 23.30 E139 43 30.00 11.98 85 - 産総研 ○ ○ ○ ○

中澤・遠藤（2000, 2002）, 中澤・中里

（2005）, 中澤ほか（2006）, 中澤・田辺

（2011）

83 中層 GS-KG-1 オール
コア

N35 52 18.00 E139 43 53.00 14.01 110 - 産総研 ○ ○ ○ ○ ○

中澤・遠藤（2000, 2002）, 金子ほか

（2005）, 中澤・中里（2005）, 中澤ほか

（2006）, 中澤・田辺（2011）

84 中層 GS-KS-1 オール
コア

N35 55 55.80 E139 48 20.10 5.34 180 1996 産総研 ○ ○ ○ ○
中澤・中里（2007）, 中西ほか（2005）, 中
澤ほか（2009）, 中澤・田辺（2011）

85 中層 GS-KW-1 オール
コア

N35 50 13.60 E139 57 34.10 25.04 50 - 産総研 中澤・田辺（2011）

86 中層 GS-KW-2 オール
コア

N35 50 8.90 E139 57 14.00 25.38 120 - 産総研 ○ 中澤・田辺（2011）

87 中層 GS-KZ-1 オール
コア

N36 08 35.90 E139 35 38.40 11.5 251.7 1991 産総研 ○ ○ 田口ほか（1992）, 納谷・安原（in press）

88 中層 GS-ND-1 オール
コア

N35 59 53.10 E139 49 10.50 15.09 110 - 産総研 中澤・遠藤（2000）, 中澤・田辺（2011）

89 中層 GS-OK-1 オール
コア

N36 00 12.60 E139 30 58.50 22.33 128.8 - 産総研 ○ ○ ○ ○
中澤・遠藤（2002）, 水野ほか（2004）, 中
澤ほか（2006）, 中里ほか（2004, 2006）
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90 中層 GS-OK-2 オール
コア

N36 00 37.90 E139 34 45.20 19.83 50.5 2012 産総研 ○ ○ 納谷・安原（in press）

91 中層 GS-SB-1 オール
コア

N36 03 21.80 E139 36 4.30 11.74 350.2 - 産総研 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山口ほか（2009）, 納谷ほか（2009,
2012）, 植木ほか（2009）, 入月ほか

（2011）, 本郷ほか（2011）

92 中層 GS-UR-1 オール
コア

N35 51 13.00 E139 39 25.00 16.29 102 - 産総研 ○ ○ ○ ○
中澤・中里（2005）, 中澤ほか（2006）, 中
澤・田辺（2011）

93 中層 GS-YS-2 オール
コア

N35 48 59.00 E139 52 0.60 1.66 94.4 1995 産総研 ○ 坂田ほか（2011）

94 中層 KM-A オール
コア

N36 03 8.44 E139 32 3.25 13.52 70 2004 産総研 ○ ○ ○ 石山ほか（2005）

95 中層 KM-B オール
コア

N36 03 1.90 E139 31 56.97 15.33 50 2004 産総研 ○ ○ 石山ほか（2005）

96 中層 KM-C オール
コア

N36 02 50.18 E139 31 38.86 23.85 50 2004 産総研 ○ 石山ほか（2005）

97 中層 KM-D オール
コア

N36 03 20.20 E139 32 10.80 13.92 50.35 - 産総研 ○ ○ 吉見・竿本（2006）, 納谷・安原（in press）

98 中層 所沢試錐井 試料 ** N35 48 28 E139 28 51 66.8 210 1970 産総研 ○ ○ ○ ○ ○ 森ほか（1974）

99 中層 新座試錐井 試料 * N35 46 44.8 E139 33 23.5 48.2 240 1970 産総研 ○ ○ ○ ○ ○ 阿久津（1971）, 森ほか（1974）

100 中層
板倉
(群馬県地盤沈下
観測井)

オール
コア

N36 13 22.62 E139 37 31.38 14.57 405 1992-
1993 群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

納谷ほか（2014）, 会田・関東平野中央

部地質研究会（1993）, 関東平野中央部

地質研究会（1994）, 小林ほか（2003）,
平社（2008a,b）

群馬県
（1993）

101 中層
邑楽
(群馬県地盤沈下
観測井)

オール
コア

N36 15 21.36 E139 28 40.75 23.63 405 1992-
1993 群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

納谷ほか（2014）, 会田・関東平野中央

部地質研究会（1993）, 関東平野中央部

地質研究会（1994）, 小林ほか（2003）,
平社（2008a,b）

群馬県
（1993）

102 中層
明和
(群馬県地盤沈下
観測井)

オール
コア

N36 12 5.82 E139 30 48.31 20.91 405 1987 群馬県 ○ ○
納谷ほか（2014）, 平社（2008a, b）, 木村

ほか（2010）
群馬県
（1988）

103 中層
深谷
(埼玉県活断層調
査)

オール
コア

N36 11 23.27 E139 17 8.47 40.38 150 1998 埼玉県 ○ ○ ○
埼玉県（1999）, 水野ほか（2004）, 中里

ほか（2006）

104 中層

深作A-1
(埼玉県活断層調

査)

オール
コア

N35 56 55.70 E139 39 33.60 17.12 300 1996 埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○

納谷ほか（2012, 2014）, 埼玉県（1996）,
水野ほか（2006）, 本郷・水野（2009）, 植
木ほか（2012）

105 中層
行田
(埼玉県地盤沈下
観測所)

オール
コア

N36 08 14.70 E139 31 12.00 17.3 610.7 1983 埼玉県 ○ ○ ○ ○
納谷ほか（2012, 2014）, 松島ほか

（2009）, 平社（2008a, b）
埼玉県
（1983）

106 中層
越谷東
(埼玉県地盤沈下
観測所)

オール
コア

N35 54 8.00 E139 48 55.50 3.37 350 1984 埼玉県 ○ ○ 納谷ほか（2012, 2014）, 平社（2008a, b） 埼玉県
（1985）

107 中層
川島
(埼玉県地盤沈下
観測所)

オール
コア

N35 59 29.50 E139 29 7.80 11.88 600 1986 埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○

納谷ほか（2012, 2014）, 関東平野中央

部地質研究会（1994）, 小林ほか（2003）,
平社（2008a, b）, 石原ほか（2008）,
Ishihara et al.（2012）

埼玉県
（1986）

108 中層
春日部
(埼玉県地盤沈下
観測所)

オール
コア

N35 57 13.30 E139 46 6.30 5.31 600 1991 埼玉県 ○ ○ ○ ○

納谷ほか（2012, 2014）, 会田・関東平野

中央部地質研究会（1992）, 関東平野中

央部地質研究会（1994）, 小林ほか

（2003）, 平社（2008a, b）

埼玉県
（1991）

109 中層
所沢
(埼玉県地盤沈下
観測所)

オール
コア

N35 47 56.90 E139 28 13.10 73.85 457.3 1979 埼玉県 ○ ○ ○
納谷ほか（2012, 2014）, 水野・納谷

（2011）, 納谷ほか（2012）
埼玉県
（1979）

110 中層
鷲宮
(埼玉県地盤沈下
観測所)

オール
コア

N36 05 27.10 E139 40 59.60 9.24 514.6 1982 埼玉県 ○ ○ ○ ○
納谷ほか（2012, 2014）, 平社（2008a,b）,
納谷ほか（2012）

埼玉県
（1981）

111 中層
富士見町
(東京都地盤沈下
調査)

試料 N35 45 37.216 E139 42 0.268 29.7 300 1968 東京都 ○ ○ ○
遠藤・川島（1972）, 遠藤ほか（1975）, 遠
藤（1978）, 東京都土木研究所（1996）

112 中層
上赤塚公園
(東京都地盤沈下
調査)

試料 N35 46 53.001 E139 38 13.084 24 603.4 1972 東京都 ○ ○ ○ ○
川島・遠藤（1973）, 遠藤ほか（1975）, 遠
藤（1978）, 東京都土木研究所（1996）

113 中層
谷原
(東京都地盤沈下
調査)

試料 N35 45 27.71 E139 36 49.195 42.4 311 1968 東京都 ○
遠藤・川島（1972）, 遠藤ほか（1975）, 遠
藤（1978）, 東京都土木研究所（1996）

114 中層
伊興
(東京都地盤沈下
調査)

オール
コア

N35 47 31.71 E139 46 47.44 2.35 400.8 1969-
1970 東京都 ○ ○

遠藤・川島（1972）, 遠藤ほか（1975）, 遠
藤（1978）, 東京都土木研究所（1996）

115 中層
宮城
(東京都地盤沈下
調査)

オール
コア

N35 45 50.82 E139 45 27.35 2 450 1971 東京都 ○ ○ ○ ○ ○

遠藤・川島（1972）, 遠藤ほか（1975）, 遠
藤（1978）, 東京都土木研究所（1996）,
水野・納谷（2011）

116 中層
舎人
(東京都地盤沈下
調査)

オール
コア

N35 48 47.80 E139 45 52.84 3.49 600 1973 東京都 ○ ○ ○ ○ ○

遠藤ほか（1974）, 遠藤ほか（1975）, 遠
藤（1978）, 東京都土木研究所（1996）,
水野・納谷（2011）

117 中層
高砂北公園
(東京都地盤沈下
調査)

オール
コア

N35 44 59.14 E139 52 19.82 0.5 604.4 1970-
1971 東京都 ○ ○

遠藤・川島（1972）, 遠藤ほか（1975）, 遠
藤（1978）, 東京都土木研究所（1996）

118 中層

篠崎公園(北)
(東京都地盤沈下

調査)

オール
コア

N35 43 1.45 E139 53 57.91 1.3 553.0 1971 東京都 ○ ○ ○ ○
遠藤・川島（1972）, 遠藤ほか（1975）, 遠
藤（1978）, 東京都土木研究所（1996）

119 中層
梅田亀田公園(東
京都地質調査) 試料 * N35 46 25.2 E139 47 35.3 1.01 50 1972-

1973 東京都 ○ ○ ○ ○ 石井ほか（1974）

120 中層
飯塚橋
(東京都地質調査)

試料 * N35 46 40.3 E139 51 0.1 2.93 70 1972-
1973 東京都 ○ ○ ○ ○ 石井ほか（1974）

121 中層
戸山公園
(東京都深部地盤
調査)

試料 N35 42 10.54 E139 42 38.57 20.6 105 1989 東京都 ○
中山ほか（1991）, 東京都土木研究所

（1996）
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122 中層
小石川
(東京都深部地盤
調査)

試料 N35 42 49.44 E139 44 30.16 27 104 1989 東京都 ○ ○
中山ほか（1991）, 東京都土木研究所

（1996）

123 中層
千早公園
(東京都深部地盤
調査)

試料 N35 43 51.63 E139 41 37.67 31.9 105 1989 東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○
中山ほか（1991）, 東京都土木研究所

（1996）

124 中層
紅葉山公園
(東京都深部地盤
調査)

試料 N35 42 14.84 E139 40 15.79 37.4 100 1990 東京都 ○ ○ ○ ○ ○
中山ほか（1991）, 東京都土木研究所

（1996）

125 中層
東向島
(東京都深部地盤
調査)

オール
コア

N35 43 16.15 E139 49 6.14 -0.68 105 1991 東京都 ○ ○ 東京都土木研究所（1996）

126 中層
亀戸中央公園
(東京都深部地盤
調査)

オール
コア

N35 42 2.55 E139 50 12.33 -0.95 105 1991 東京都 ○ 東京都土木研究所（1996）

127 中層
城北中央公園
(東京都深部地盤
調査)

試料 N35 45 23.52 E139 40 33.88 24.3 105 1991 東京都 ○ 東京都土木研究所（1996）

128 中層
大泉中央公園
(東京都深部地盤
調査)

試料 N35 46 25.40 E139 36 1.30 40.5 105 1991 東京都 ○ 東京都土木研究所（1996）

129 中層
北区中央公園
(東京都深部地盤
調査)

試料 N35 45 12.82 E139 43 34.76 21.1 105 1991 東京都 ○ 東京都土木研究所（1996）

130 中層
尾竹橋公園
(東京都深部地盤
調査)

オール
コア

N35 44 57.33 E139 47 25.24 1.633 101 1991 東京都 ○ ○ 東京都土木研究所（1996）

131 中層
舎人公園
(東京都深部地盤
調査)

オール
コア

N35 47 53.81 E139 46 18.14 2.88 100 1991 東京都 ○ ○ ○ ○

東京都土木研究所（1996）, 石原ほか

（2004b）, 中里ほか（2006）, 田辺ほか

（2008b）

132 中層
水元公園
(東京都深部地盤
調査)

オール
コア

N35 47 47.21 E139 52 24.51 1.85 100 1991 東京都 ○ ○ ○
東京都土木研究所（1996）, 中里ほか

（2006）, 田辺ほか（2008a, b）

133 中層

篠崎公園(南)
(東京都深部地盤

調査)

オール
コア

N35 42 20.17 E139 53 49.61 0.6 105 1991 東京都 ○ ○
東京都土木研究所（1996）, 田辺ほか

（2008a, b）

134 中層
赤塚公園
(東京都深部地盤
調査)

オール
コア

N35 47 5.20 E139 39 21.58 5.28 210 1992 東京都 ○ ○ ○
東京都土木研究所（1996）, 佐藤ほか

（2004）

135 中層
東綾瀬公園
(東京都深部地盤
調査)

オール
コア

N35 46 17.12 E139 49 49.03 0 240 1992 東京都 ○ ○ ○ ○

東京都土木研究所（1996）, 石原ほか

（2004b）, 木村ほか（2006）, 田辺ほか

（2008b, 2010a）

136 中層
百人町
(東京都地盤沈下
調査)

試料 N35 42 32.94 E139 42 4.68 32.9 130 1994 東京都 ○
遠藤・川島（1972）, 遠藤ほか（1975）, 遠
藤（1978）, 東京都土木研究所（1996）

137 中層
吉見
(農政局地盤沈下
観測所)

オール
コア

N36 01 35.71 E139 27 9.44 14 152 - 関東
農政局

○ ○

会田ほか（1993）, 関東平野中央部地質

研究会（1994）, 小林ほか（2003）, 平社

（2008a, b）

138 深層
大利根
(温泉ボーリング)

試料 N36 08 9.70 E139 40 5.90 13 1505 2004-
2005

大利根町
(加須市)

○ ○ ○ 納谷ほか（2013）

139 深層 春日部GS-1 試料 * N35 57 31.7 E139 43 38.4 5.41 3103 1962 産総研 ○ ○ ○
福田（1962b）, 福田（1963）, 鈴木（2002）,
武井ほか（1997）, 鈴木・堀内（2002）

140 深層
館林観測井
(経産省)

試料 N36 13 40.02 E139 32 32.77 19 460 1973
東京通産
局(関東経
済産業局)

○ ○ ○ ○ 通産省・東京通産局（1975）

141 深層
館林観測井
(防災科研)

試料 N36 14 38.8 E139 32 39.6 20.4 1235 - 防災科研 ○ ○
鈴木・小村（1999）, 鈴木・堀内（2002）,
鈴木（2002）, 林ほか（2004）

142 深層
岩槻地殻活動
観測井

試料 N35 55 44.5 E139 44 5.3 8.48 3511 1971 防災科研 ○ ○ ○ ○

高橋ほか（1983）, 鈴木ほか（1981）, 鈴
木（2002）, 林ほか（2004）, 高木ほか

（2006）

143 深層 所沢観測井 試料 N35 48 10.3 E139 32 6.9 20.7 2034 - 防災科研 ○ ○
鈴木・小村（1999）, 鈴木・堀内（2002）,
鈴木（2002）, 林ほか（2004）

144 深層 松伏SK-1 試料 ** N35 55 16 E139 49 19 4.55 2006 1957 その他
城戸（1964）, 福田ほか（1974）, 鈴木

（2002）, 高木・高橋（2006）

145 深層 流山NK-1 試料 ** N35 53 28 E139 53 35 3.3 1525 - その他 ○ 福田ほか（1988）, 鈴木（2002）

146 深層 草加R-1 試料 ** N35 48 44 E139 48 6 2.2 1800 1951 その他 河井（1961）, 福田（1962a）, 鈴木（2002）

147 深層 草加R-2 試料 ** N35 53 9 E139 48 46 3.1 1586 - その他 福田ほか（1988）, 鈴木（2002）

148 深層 東松山温泉井 試料 ** N36 01 29 E139 25 10 30 1200 - その他 ○ 柳沢ほか（2006）

149 深層 北本解脱会温泉井 試料 ** N36 01 31 E139 32 2 23 977 - その他 福田ほか（1988）, 鈴木（2002）

第 1表　(つづき ).
Table 1. (Continued).


